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昭
和
22
）

年
、3
歳
の
頃
、山
口
県

の
父
親
の
里
に
身
を
置

い
て
い
た
。家
は
標
高

2
5
0
ｍ
に
存
在
し
、

家
の
近
く
に
幅
2
ｍ
の

川
が
流
れ
て
い
た
。岸

は
石
を
積
み
上
げ
て
出
来
て
い
た
。川

底
と
の
間
の
隙
間
に
は
ウ
ナ
ギ
や
モ

ク
ズ
ガ
ニ
が
住
み
つ
い
て
い
た
。そ
れ

を
取
っ
て
食
べ
て
い
た
。

川
は
島
田
川
と
な
っ
て
光
で
瀬
戸
内

海
に
注
い
で
い
る
。数
年
前
に
当
地

を
訪
れ
る
と
、川
岸
や
川
底
が
全
部

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
排
水
路
に
な
っ
て

い
た
。

　

ウ
ナ
ギ
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
最

近
目
に
し
た
。記
事
の
内
容
は「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
岸
を
固
め
た
川
に
住
ん

で
い
る
ウ
ナ
ギ
の
体
は
小
さ
く
、胃

に
は
食
べ
た
も
の
の
種
類
が
少
な

く
、岩
を
組
ん
だ
岸
の
川
に
住
ん
で

い
る
ウ
ナ
ギ
の
体
は
大
き
く
、胃
に

は
そ
れ
の
種
類
が
多
い
」で
あ
っ
た
。

　

ウ
ナ
ギ
の
数
が
減
少
し
て
い
る
。養

殖
に
す
る
稚
魚
の
乱
獲
が
原
因
と
さ

れ
て
い
る
が
、十
分
に
育
っ
た
ウ
ナ
ギ

が
産
卵
の
た
め
に
南
方
に
帰
る
数
が

減
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
の
護
岸
工
事
が

大
き
な
河
川
の
支
流
に
さ
れ
る
た
び

に
下
流
に
一
時
的
水
量
の
増
加
を
も

た
ら
し
氾
濫
さ
せ
て
き
た
歴
史
が
あ

る
。

　

ダ
ム
を
始
め
と
す
る
河
川
の
管

理
、水
害
対
策
を
見
直
し
、魚
類
の
遡

上
を
可
能
し
、多
種
類
の
生
物
が
す

め
る
環
境
を
造
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。�

（
憲
）

医の眼、
 歯科の眼

師
、弁
護
士
な
ど
50
人
が
参
加
し
ま
し

た
。講
演
会
で
は
、「『
日
弁
連
意
見
書
』

が
示
す
指
導
・
監
査
制
度
の
問
題
点
と

改
善
に
向
け
た
具
体
策
」を
テ
ー
マ

に
、恵
木
尚
弁
護
士（
協
会
顧
問
・
恵
木

尚
法
律
事
務
所
所
長
）が
、個
別
指
導

に
帯
同
し
た
経
験
も
交
え
な
が
ら
次

の
よ
う
に
解
説
し
ま
し
た
。

―
日
弁
連
が
意
見
書
を
ま
と
め
る
に

あ
た
っ
て
、担
当
し
た
部
署
は「
人
権

擁
護
委
員
会
」で
あ
る
。現
行
の
指
導
、

監
査
制
度
が
保
険
医
ら
の
適
正
な
手

続
的
処
遇
を
受
け
る
権
利（
憲
法
13

条
）を
侵
害
す
る
危
険
を
含
む
こ
と
か

ら
、7
つ
の
改
善
す
べ
き
点
を
挙
げ
て

い
る（
詳
細
は
3
面
に
掲
載
）。

ば
落
ち
着
い
て
受
け
答
え
で
き
る
。先

生
方
が
意
見
書
の
内
容
を
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
―

　

こ
の
他
、協
会
の
指
導
、監
査
改
善
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
長
谷
憲
理
事
長

が
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。な
お
、参
加
者
よ
り「
弁
護
士

帯
同
は
ど
の
く
ら
い
実
施
さ
れ
て
い

る
の
か
」「
弁
護
士
が
帯
同
す
る
意
義

は
」な
ど
質
問
が
多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
形
態
に
は
、集
団
指
導
、集
団

的
個
別
指
導
、個
別
指
導
が
あ
る
。集

団
的
個
別
指
導
は
高
点
数
を
選
定
理

由
と
し
て
い
る
た
め
、指
導
に
選
定
さ

れ
な
い
た
め
に
は
、請
求
点
数
を
抑
え

る
し
か
な
く
、必
要
な
治
療
を
控
え
る

な
ど
、保
険
医
は「
委
縮
診
療
」を
強
い

ら
れ
る
。意
見
書
で
は
、こ
う
し
た
シ

ス
テ
ム
が
保
険
医
の
権
利
を
脅
か
す

だ
け
で
は
な
く
、国
民
の
医
療
を
受
け

る
権
利
に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、個
別
指
導
に
つ
い
て
は
、選

定
理
由
が
不
開
示
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
、指
導
対
象
と
す
る
カ
ル
テ
の
事
前

指
定
が
指
導
直
前
で
あ
り
、準
備
を
行

う
時
間
的
余
裕
が
な
い
、指
導
と
監
査

が
連
動
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
問
題

点
を
指
摘
し
、改
善
を
求
め
て
い
る
。

　

実
際
の
指
導
で
は
矢
継
ぎ
早
に
質

問
さ
れ
る
た
め
、被
指
導
者
は
慌
て
て

し
ま
う
。事
前
に
準
備
が
で
き
て
い
れ

　

協
会
は
5
月
16
日（
土
）、広
島
市
内

に
て
、「
指
導
・
監
査
問
題
に
関
す
る
学

習
講
演
会
」を
開
催
。医
師
、歯
科
医

指
導
・
監
査
問
題
に
関
す
る
学
習

講
演
会
を
開
催

日
弁
連
意
見
書
の
内
容
を
学
ぶ

で
い
る
国
保
加
入
者
を
さ
ら
に
増
や

す
の
で
は
な
い
か
」な
ど
で
す
。こ
れ

ら
に
対
し
、厚
労
相
を
は
じ
め
と
す
る

政
府
側
答
弁
は「
法
案
成
立
後
に
関
係

審
議
会
等
で
詳
細
は
決
め
る
」な
ど
曖

昧
な
も
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、国
民
の
声
に
背
を
向

け
、十
分
な
審
議
を
尽
く
す
こ
と
な
く

可
決
、成
立
さ
せ
た
こ
と
は
、議
会
制

民
主
主
義
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
暴
挙
で
す
。

　

協
会
は
抗
議
の
声
明
を
発
表
し
、

法
の
施
行
凍
結
と
廃
止
を
求
め
て
、

さ
ら
に
運
動
を
強
め
て
い
く
こ
と
、

ま
た
、現
在
、経
済
財
政
諮
問
会
議
な

ど
で
検
討
さ
れ
て
い
る
、公
的
保
険

給
付
の
削
減
、患
者
負
担
増
計
画
を

阻
止
し
、憲
法
25
条
に
基
づ
き
、誰
も

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
医
療
保
険
制
度
の
構
築
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

わ
ず
か
な
審
議
時
間
で
の
採
決
強
行
は
許
せ
な
い
!!

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
が
成
立

　

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
は
、

健
康
保
険
法
な
ど
5
つ
の
法「
改
正
」

案
を
一
括
し
て
提
案
し
た
も
の
で
、入

院
時
の
食
事
代
の
自
己
負
担
引
き
上

げ
、安
全
性
、有
効
性
が
未
確
立
な
医

療
を「
患
者
の
自
己
責
任
」の
名
の
下

で
拡
大
し
、実
質
的
な
混
合
診
療
の
解

禁
と
な
る「
患
者
申
出
療
養
」の
創
設
、

「
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
」（
都
道
府

県
に
よ
る
財
政
運
営
や
医
療
費
適
正

化
計
画
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、公
的
医

療
費
削
減
を
都
道
府
県
に
担
わ
せ
る
）

な
ど
、い
ず
れ
も
国
民
生
活
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
内
容
が
多
く
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、医
療
従

事
者
だ
け
で
な
く
、患
者
団
体
や
多
く

の
国
民
が
徹
底
し
た
審
議
を
求
め
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、政
府
・
与
党
は
、衆
議
院

で
わ
ず
か
19
時
間
、参
議
院
で
も
わ

ず
か
18
時
間（
衆
参
厚
生
労
働
委
員

会
で
の
参
考
人
質
疑
を
除
く
）で
審

議
を
打
ち
切
り
、委
員
会
で
の
採
決

を
強
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、衆
参
の
審
議
を
通
し
て
、与

野
党
を
問
わ
ず
懸
念
す
る
声
が
相
次

い
で
い
ま
し
た
。「
患
者
申
出
療
養
制

度
で『
6
週
間
』で
ど
う
の
よ
う
に
安

全
性
・
有
効
性
を
確
認
す
る
の
か
」「
今

で
も『
払
え
な
い
ほ
ど
高
す
ぎ
る
保
険

料
』や
違
法
な
差
し
押
さ
え
で
苦
し
ん

　医療保険制度改革関連法案（「持続可能な医療保険
制度等を構築するための国民健康保険法等の一部を
改正する法律案」）が、5月27日の参議院本会議で可決
が強行され、自民、公明両党と、維新の党、次世代の党
などの賛成多数で成立しました。

2015年5月28日の中国新聞

学習講演会の様子（枠内は講師の恵木弁護士）
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主
張
「
医
の
倫
理
を
語
る
に
は
、
過
去
の
非
人
道
的
行
為
を
隠

蔽
し
て
は
な
ら
な
い
」
／
5
・
13

保
団
連
中
央
要
請
行
動

日
弁
連
意
見
書
に
つ
い
て
／
医
科
・
歯
科
点
数
等
Ｑ
＆
Ａ
／
会

員
訪
問

原
発
よ
り
も
命
の
海
を

雇
用
問
題
等
Ｑ
＆
Ａ

広島県
保険医
協会

第39回

定期総会のお知らせ
と　き

ところ

2015年6月21日（日） 
●記念講演　14：00～16：00
●総会議事　16：15～17：45
●懇親会　　17：45～19：30

リーガロイヤルホテル広島
広島市中区基町6-78　TEL 082-502-1121

■記念講演（市民公開講演会）

●参加費／無料
（ジャーナリスト）

●講　師／堤 未果さん
真実と日本の選択

●テーマ／報道されないアメリカの

多数のご参加をお待ちしております！

広島県保険医協会は
特定秘密保護法に反
対します
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「
医
療
制
度
改
悪
と
消
費
税
増
税

計
画
を
直
ち
に
中
止
し
、
安
心
で
き

る
医
療
制
度
の
構
築
を
求
め
る
医

師
・
歯
科
医
師
連
名
要
請
書
」
に
60

名
（
医
師
34
名
、
歯
科
医
師
26
名
）

う
。「
國
破
在
山
河
」
で
は
困
る
。

・
社
会
保
障
の
抑
制
は
も
う
止
め

る
べ
き
で
す
。
社
会
保
障
の
抑
制

に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
は
好
転
し

た
で
し
ょ
う
か
。結
果
は
逆
で
す
。

社
会
保
障
の
充
実
こ
そ
経
済
再
生

の
鍵
で
す
。
将
来
の
日
本
の
為
、

軍
事
費
を
削
減
し
、
社
会
保
障
と

教
育
費
に
ウ
エ
イ
ト
を
お
い
た
政

策
に
転
換
し
ま
し
ょ
う
。

・
国
民
の
希
望
で
あ
る
社
会
福
祉

は
、
先
進
国
並
み
に
引
き
上
げ
る

べ
き
で
、
そ
の
財
源
は
所
得
税
の

累
進
課
税
で
あ
て
る
べ
き
で
あ

る
。
社
会
福
祉
を
後
退
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
。

・
保
険
に
は
強
制
的
に
加
入
し
て

い
て
も
、
自
己
負
担
が
重
す
ぎ
て

利
用
で
き
な
い
方
が
多
い
の
は
残

念
な
こ
と
で
す
。

の
先
生
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

本
面
に
も
記
載
し
て
い
る
通

り
、
今
回
の
国
会
行
動
で
要
請
書

を
地
元
選
出
の
全
国
会
議
員
に
提

出
し
、
先
生
方
の
声
を
届
け
て
き

ま
し
た
。

　

以
下
、
要
請
書
の
ご
意
見
欄
に

寄
せ
ら
れ
た
先
生
方
の
声
を
一
部

紹
介
し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

・
命
を
大
切
に
す
る
政
治
を
。

・
強
引
に
事
を
す
す
め
る
政
治
に

危
険
を
感
じ
ま
す
。
思
い
や
り
の

心
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
医
療
費
を
削
減
し
て
疾
患
が
治

る
の
だ
ろ
う
か
、
重
症
に
な
り
更

に
医
療
費
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま

「
医
療
制
度
改
悪
と
消
費
税
増
税
計

画
を
直
ち
に
中
止
し
、安
心
で
き
る

医
療
制
度
の
構
築
を
求
め
る
医
師
・

歯
科
医
師
連
名
要
請
書
」60
名
分（
医

師
34
名
、歯
科
医
師
26
名
）を
携
え
、

地
元
選
出
国
会
議
員
と
の
面
談
、要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　

仁
比
聡
平
参
院
議
員（
比
例
・
共
産
）

は
、「
国
会
審
議
が
充
分
に
な
さ
れ
れ

ば
法
案
の
問
題
点
が
浮
彫
に
な
っ
て

く
る
。何
と
し
て
も
参
議
院
で
徹
底
審

議
の
う
え
廃
案
を
求
め
て
い
く
。寄
せ

ら
れ
た
要
請
書
は
大
変
力
に
な
る
」と

激
励
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
平
喜
信
衆
院
議
員（
比
例
中
国
・

共
産
）と
の
面
談
で
は
、入
院
時
食
事

代
の
自
己
負
担
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、受
診
抑
制
が
一
層
深
刻
化
す
る

こ
と
を
訴
え
る
と
、「
い
の
ち
に
直
結

す
る
大
変
な
問
題
で
中
止
を
訴
え
て

い
く
。安
心
で
き
る
医
療
制
度
の
構

築
の
た
め
に
は
、軍
事
費
を
減
ら
し

て
社
会
保
障
費
に
ま
わ
す
べ
き
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
議
員
は
秘
書
対
応
で
し

た
が
、当
会
の
活
動
と
要
請
項
目
の

実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

　

国
会
内
集
会
で
は
、国
会
議
員
の

挨
拶
、医
療
従
事
者
、患
者
さ
ん
の
リ

レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、「
患
者
申
出

療
養
が
患
者
負
担
を
拡
大
さ
せ
、国

民
皆
保
険
制
度
を
根
幹
か
ら
揺
る
が

す
」、「
紹
介
状
な
し
大
病
院
受
診
の

定
額
負
担
は
、今
で
も
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
負
担
」と
の
現
場
の
切
実
な

声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案

が
参
議
院
に
上
程
さ
れ
た
5
月
13

日（
水
）、保
団
連
の
中
央
要
請
行
動

と「
い
の
ち
ま
も
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン

チ
ェ
ー
ン
会
議
」主
催
の「
採
決
強
行

は
い
い
加
減
に
し
て
！
医
療
保
険
制

度
改
革
関
連
法
案
の
徹
底
審
議
を
」

緊
急
国
会
内
集
会
が
国
会
議
員
会
館

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
か
ら
は
、会
員
の
要
請
署
名

広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info

　4月12日、京都市で開かれた
日本医学会総会の期日に合わ
せて、「医の倫理－過去・現在・
未来－企画実行委員会」主催で、「歴史を
踏まえた日本の医の倫理の課題」と題す
るシンポジウムが知恩院和順会館で開
かれた。実行委員会は戦時中の731部隊
等、非人道的な行為に対する考察と反省
を促すため、医学会総会行事に入れても
らうよう要請したが叶わず、並行開催と
なった。
　この要請に対する日本医学会のスタ
ンスは、元731部隊の主要メンバーが医
学会の重鎮でもあった名誉を、傷つけた
くないという思惑が働いていることも
推測される。しかし、731部隊の非人道的
行為、或いは九州大学におけるアメリカ
兵の生体解剖などここで詳しく述べら
れないが、いかに戦時の異常な環境の中
にあったとしても、人間として決して許
されない行為を、日本政府と医療界が
反省も無く過去を隠蔽し、不問のままや
り過ごしてきたことは許されないこと
である。医療に携わる者は勿論の事、政
治家も国民も確かな情報を共有するこ
とが、今一番求められる。これらの事実
を知る生き証人は殆どいなくなってし
まった今、この問題を風化させてはなら
ない。
　731部隊の非人道的行為の実行者が、
何故不問にされ、免罪符を与えられたの
か大いなる疑問であったが、731部隊に
よる資料を独占したいという米軍の圧
力でなされたことに他ならない。これに
より、以後日本政府も医療界もこの問題
は今日までタブー視してきた。この米軍
の意図は、東京裁判において731部隊に
は一切触れず、九州大学での生体解剖に
一度死刑判決が下され、後に恩赦となっ
たことからも推察できる。
　この他にも知って驚く事実として、
731部隊で主導的に働いたメンバーが戦
後日本各地の帝大の医学部教授や、学長
として医学会に君臨してきたことであ

る。また、731部隊の石井四郎隊長の片
腕として働いた内藤良一は、後にエイ
ズ血液製剤の問題を起こしたミドリ

十字を設立（これも朝鮮戦争に際し血液
を必要とした米軍の要請によるものと
言われている）し、そこに多くの731部隊
関係者が参加している。医学者が関与す
る兵器は生物兵器（細菌爆弾等）のみな
らず化学兵器（イペリット等）、そして物
理的兵器（核兵器等）があり、今後も医学
者にはいろいろな形で非人道的兵器に
まつわる誘惑が待ち受けていることを
考慮しない訳にはいかない。
　今年の4月21日ベルギーのイーペルで
化学兵器禁止機関（ＯＰＣＷ）がＯＰＣ
Ｗ加盟国による記念会合を開き「全人類
のため化学兵器の使用の可能性を完全
になくす決意を再確認する」と「イーペ
ル宣言」を発表した。これはちょうど100
年前の1915年4月22日ドイツ軍がフラ
ンス軍に大量の塩素ガス攻撃を加え多
数の死者を出したことによる。その後、
1917年再びドイツがマスタードガスを
使用し、イーペルという地名に因み「イ
ペリットガス」と呼ばれるようになっ
た。現在もなおシリア等の戦闘地域で塩
素ガス等が使用されたとの情報もあり、
また、アメリカでは炭疽菌のばらまき事
件など記憶に新しい。化学兵器、生物兵
器、核兵器など非人道的兵器の使用には
ますます監視の目が必要であり、医療に
携わる者は先頭に立って反対すると同
時に、決して兵器製造に関与してはなら
ない。
　過去の医学者が関わってきた非人道
的行為を何故行ったのか、何故行わなけ
ればならなかったのか、その事実を検証
し、反省をしなければ医の倫理を語るこ
とはできないし、繰り返される非人道
的行為を根絶することはできない。最後
に、731部隊が行った非人道的行為は、決
して「戦争犯罪」ではなく「医学犯罪」で
あったことを認識しなければならない。

主　 張

医
の
倫
理
を
語
る
に
は
、過
去
の
非
人
道
的
行
為
を
隠
蔽
し
て
は
な
ら
な
い
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2015年8月号
（夏季特集号）への投稿を

募集しています！

2015年8月号
（夏季特集号）への投稿を
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2015年8月号
（夏季特集号）への投稿を

募集しています！
　協会広報文化部では、15年8月号に「会員・読者
交流の広場」の夏季特集版を企画します。先生方か
らの投稿をお願いします。ふるってご応募下さい。

募集要項
　テーマは自由。ちょっと一言、俳句、詩などの他、写真
や絵画などもお寄せ下さい。
　原稿の字数は 600 字以内で、写真・絵画は 1 点まで
でお願いします。なお、掲載の可否につきましては、協
会広報文化部会で検討させていただきます（写真・絵
画につきましては新聞完成後、返却いたします）。
〆切は 2015 年 7月 17 日（金）。
お問い合わせは、協会事務局まで。
ＴＥＬ　082－262－5424
ＦＡＸ　082－262－5427

要請書を受け取る仁比参議院議員（右）

提
出
し
た
要
請
書

要請に応じる大平衆議院議員（右）

安心できる
医療制度の構築を

5・13保団連中央要請行動

ご協力ありがとうございます
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（医学管理）
Q1 診療情報提供料における認知症患者紹介加算は、認知症と
確定した患者の情報を専門の医療機関に提供した場合でも算
定できるのか。

A1 認知症患者紹介加算は、認知症の疑いのある患者を専門医
療機関に紹介した場合に算定できるものです。したがって、そ
れ以外の患者に対しては、算定できません。また、「専門医療機
関」とは鑑別診断、専門医療相談、合併症対応、医療情報提供等
を行うとともに、かかりつけの医師や介護サービス等との調
整を行う保険医療機関の事です。

（歯科疾患管理料）
Q1 上下総義歯の患者さんでＭＴ、床下粘膜異常の病名で歯科
疾患管理料は算定可か。

A1 無歯顎の患者さんで総義歯を原因とする床下粘膜異常の管
理については、歯科疾患管理料の対象とならないため、算定不
可です。ただし、軟膏等薬剤による治療が必要な口腔粘膜疾患
等（歯科特定疾患療養管理料の対象疾患を除く。）を有してい
る患者さんであって、現に当該歯科疾患に係る治療を行って
いる場合は算定可です。

※参考 平成20年5月9日事務連絡（歯科）問5

に
も
配
慮
し
、可
能
な
限
り
中
断
期
間

を
短
期
間
に
と
ど
め
、い
た
ず
ら
に
中

断
期
間
が
長
期
化
す
る
こ
と
は
厳
に

慎
む
よ
う
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は

地
方
厚
生（
支
）局
長
又
は
都
道
府
県

知
事
は
、指
導
・
監
査
を
統
括
す
る
立

場
と
し
て
、適
切
な
個
別
指
導
の
実
施

を
可
能
と
す
る
た
め
に
も
、中
断
事
案

の
件
数
及
び
中
断
期
間
の
状
況
な
ど
、

そ
の
運
用
実
態
に
つ
い
て
定
期
的
に

調
査
を
行
い
、そ
の
実
態
の
正
確
な
把

握
に
努
め
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

⑦
指
導
と
監
査
の
機
関
の
分
離
及
び

苦
情
申
立
手
続
の
確
立

　

指
導
・
監
査
に
お
け
る
公
正
な
判
断

と
こ
れ
に
対
す
る
信
頼
を
確
保
し
、か

つ
、指
導
監
査
を
受
け
る
保
険
医
等
の

権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
、指
導
・
監

査
に
対
す
る
苦
情
申
立
手
続
を
導
入

す
る
と
と
も
に
、例
え
ば
、指
導
と
監

査
を
行
う
機
関
を
分
離
す
る
こ
と
な

ど
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

5
月
16
日
に
開
催
し
た「
指
導
・
監

査
問
題
に
関
す
る
学
習
講
演
会
」は
、

日
本
弁
護
士
連
合
会（
日
弁
連
）が
出

し
た
意
見
書
の
内
容
を
学
ぶ
場
、ま

た
、協
会
の
指
導
、監
査
改
善
の
取
り

組
み
の
到
達
を
確
認
す
る
場
と
な
り

ま
し
た
。本
面
で
は
意
見
書
が
示
す
指

導
・
監
査
制
度
の
改
善
点
を
紹
介
し
ま

す
。

○
意
見
書
の
経
緯

　

2
0
1
0
年
4
月
、歯
科
医
師
ら
3

人
が
、個
別
指
導
、監
査
に
つ
い
て
全

国
で
起
こ
る
人
権
侵
害
の
事
例
を
集

め
、日
弁
連
・
人
権
擁
護
委
員
会
に
対

し
実
態
調
査
と
関
係
省
庁
へ
の
勧
告

を
行
う
よ
う
救
済
申
し
立
て
を
行
っ

た
。そ
の
後
、2
0
1
2
年
2
月
に
救

済
の
追
加
申
請
が
あ
り
、申
立
人
は
計

4
人
に
。2
0
1
4
年
8
月
22
日
に
当

意
見
書
を
厚
労
相
及
び
都
道
府
県
知

事
に
提
出
。

○
改
善
、配
慮
及
び
検
討
を
求
め
る
点

観
点
か
ら
、以
下
7
点
の
改
善
、配
慮

及
び
検
討
を
求
め
た
。

①
選
定
理
由
の
開
示

　

厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
地
方
厚

生（
支
）局
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、

個
別
指
導
の
対
象
と
な
る
保
険
医
等

を
決
定
し
た
と
き
に
は
、当
該
保
険
医

等
に
対
し
、個
別
指
導
の
根
拠
規
定
及

び
目
的
等
と
同
時
に
、当
該
保
険
医
等

が
指
導
対
象
と
し
て
選
定
さ
れ
た
理

由
に
つ
い
て
通
知
す
る
こ
と
、あ
る
い

は
、当
該
保
険
医
等
の
求
め
に
応
じ
選

定
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
開
示
す
る

よ
う
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

②
指
導
対
象
と
す
る
診
療
録
の
事
前

指
定

　

個
別
指
導
の
対
象
と
な
る
保
険
診

療
に
係
る
診
療
録
の
指
定
は
、個
別
指

導
を
実
施
す
る
適
切
な
準
備
を
行
う

た
め
に
必
要
か
つ
相
当
な
一
定
期
間

前
ま
で
に
連
絡
し
、個
別
指
導
さ
れ
る

保
険
医
等
が
適
切
な
準
備
を
行
う
時

間
的
余
裕
を
与
え
る
よ
う
改
善
す
べ

き
で
あ
る
。

③
弁
護
士
の
指
導
へ
の
立
会
権

　

指
導
・
監
査
の
透
明
性
の
確
保
、保

険
医
等
の
防
御
の
機
会
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、弁
護
士
の
立
会
権
が
、保

険
医
等
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
る

よ
う
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

④
録
音
の
権
利
性

　

指
導
・
監
査
の
実
態
の
事
後
的
検
証

を
可
能
と
す
べ
く
、指
導
・
監
査
の
場

に
お
い
て
、こ
れ
を
録
音
・
録
画
す
る

こ
と
が
、保
険
医
等
の
権
利
と
し
て
認

め
ら
れ
る
よ
う
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

⑤
患
者
調
査
に
対
す
る
配
慮

　

指
導
・
監
査
に
お
け
る
患
者
調
査
を

行
う
に
当
た
っ
て
は
、保
険
医
等
へ
の

信
用
の
毀
損
等
を
最
小
限
と
し
、ま

た
、事
実
を
適
確
に
把
握
で
き
る
調
査

手
法
を
と
り
、調
査
結
果
は
保
険
医
等

に
開
示
す
る
よ
う
改
善
す
べ
き
で
あ

る
。

⑥
中
断
手
続
の
適
正
な
運
用
に
つ
い

て
　

厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
地
方
厚

生（
支
）局
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、

個
別
指
導
の
中
断
措
置
の
採
否
に
際

し
て
は
、そ
の
必
要
性
を
真
摯
に
検
討

し
た
上
で
、安
易
に
用
い
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、そ
の
運
用
に
注
意
を
払
う
よ

う
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、個
別

指
導
の
中
断
措
置
を
講
じ
る
に
際
し

て
は
、こ
れ
に
よ
り
保
険
医
等
に
対
す

る
精
神
的
な
負
担
等
が
生
ず
る
こ
と

　

指
導
、監
査
の
対
象
と
な
る
保
険
医

等
の
適
正
な
手
続
的
処
遇
を
受
け
る

権
利
を
保
障
し
、そ
の
人
格
の
尊
厳
等

を
守
る
観
点
、ま
た
、国
民
の
適
切
な

医
療
を
受
け
る
権
利
の
保
障
と
い
う

「
健
康
保
険
法
等
に
基
づ
く
指
導
・
監
査
制

度
の
改
善
に
関
す
る
意
見
書
」に
つ
い
て

（
1
面
関
連
）

―
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か

　

広
島
市
の
的
場
で
す
。
協
会
の
近

く
で
す
。

―
医
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は

　

父
が
小
児
科
医
で
し
た
か
ら
自
然

に
。
兄
は
内
科
医
に
な
り
ま
し
た
。

―
開
業
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

　

熊
本
の
大
学
を
卒
業
し
て
第
二
外

科
に
入
り
、
研
修
を
は
じ
め
て
1
年

後
に
麻
酔
の
研
修
の
た
め
に
東
京
の

病
院
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
日

本
で
の
肛
門
病
診
療
の
メ
ッ
カ
と
さ

れ
る
大
腸
肛
門
病
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
し
た
が
、
半
年
間
の
麻
酔
の
研
修

後
、
外
科
に
行
き
、
大
腸
肛
門
科
に

移
り
ま
し
た
。
6
年
間
の
研
修
を
経

て
、
広
島
に
帰
り
、
開
業
し
て
30
数

年
に
な
り
ま
す
。

―
医
療
機
関
の
特
徴
や
モ
ッ
ト
ー
に

つ
い
て

　

痔
疾
患
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
の
三
分
の
一

は
罹
患
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
虫
歯
や
近
視
と
同
じ
よ
う
な
国

民
病
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

人
に
は
言
え
な
い
病
気
の
た
め
、

特
に
女
性
は
我
慢
し
て
し
ま
っ
て
、

酷
く
な
っ
て
か
ら
く
る
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
明
か
り
の
射
さ
な
い
診
療

科
で
し
た
。
誰
で
も
気
軽
に
受
診
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

術
が
追
い
か
け
て
行
っ
た
と
い
う
感

じ
で
す
ね
。

―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　

痛
く
な
い
、
確
実
に
治
す
、
機
能

障
害
を
起
こ
さ
な
い
診
療
が
目
標
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
課
題
を
常
に

追
求
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
医
療
保
険
制
度
な
ど
に
つ
い
て
何

か
　

診
療
報
酬
の
審
査
基
準
が
県
に

よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
ん
と
か
統
一
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
特
に
新
し
い
技
術
に
つ

い
て
は
、
こ
ち
ら
も
働
き
か
け
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

が
。
風
通
し
を
良
く
す
る
よ
う
な
機

関
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

―
協
会
に
入
会
さ
れ
た
き
っ
か
け
は

　

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
共
済

に
つ
い
て
興
味
が
あ
っ
た
。
入
会
し

て
み
て
、
個
人
で
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に
乗
っ
て

も
ら
え
る
の
で
心
強
い
。
点
数
改
定

の
時
の
説
明
会
も
分
か
り
や
す
く
て

助
か
っ
て
い
ま
す
。
保
険
診
療
に
つ

い
て
の
テ
キ
ス
ト
は
レ
セ
コ
ン
の
業

者
も
欲
し
が
っ
て
い
ま
す
よ
。
協
会

の
役
員
の
先
生
が
、
高
校
で
同
級
で

し
た
の
で
頼
り
に
し
て
い
ま
し
た
。

―
最
後
に
ご
趣
味
は

　

学
生
時
代
は
水
泳
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
忙
し
く
な
っ
て
出
来
き
な
く

な
り
、
今
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
へ
ヨ
ガ

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
時
々
行
っ
て
い

ま
す
。
年
を
と
っ
て
無
理
な
診
察
の

姿
勢
も
あ
っ
て
、
腰
が
痛
く
な
っ
て

く
る
の
で
鍛
え
て
い
ま
す
。
有
床
診

療
所
の
時
は
旅
行
に
も
い
け
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
は
少
し
は
行
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。
当
初
、
女
性
の
来
院
は

3
割
位
で
し
た
が
、
今
は
男
女
半
々

に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
の
中
が
変

わ
っ
て
き
た
と
い
う
の
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
。
女
性
の
死
亡
の
原

因
の
第
一
位
が
大
腸
癌
で
す
の
で
、

関
心
が
高
ま
っ
て
来
た
こ
と
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
。

―
そ
の
た
め
に
心
掛
け
ら
れ
た
点
は

あ
り
ま
す
か

　

診
療
所
を
清
潔
で
明
る
い
雰
囲
気

に
す
る
こ
と
、
診
察
の
姿
勢
も
左
側

臥
位
（
シ
ム
ス
位
）
で
後
ろ
か
ら
診

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ

と
は

　

以
前
は
20
日
以
上
の
入
院
も
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
次
第
に
、
長
く

入
院
し
づ
ら
い
世
相
に
変
わ
り
、
今

は
な
る
べ
く
短
期
間
で
と
い
う
調
子

で
す
。
最
短
で
は
外
来
で
の
手
術
を

希
望
す
る
と
い
う
風
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
世
の
中
の
変
化
が
あ
り
、

そ
れ
に
応
じ
て
徐
々
に
術
式
も
進
歩

し
て
き
ま
し
た
。
技
術
の
向
上
の
お

蔭
で
、
思
い
切
っ
て
去
年
か
ら
は
外

来
の
み
の
診
療
に
し
ま
し
た
。
昔
で

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
。
患

者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
が
先
行
し
て
、
技
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て
い
る
区
域
で
す
。福
島
原
発
の
事
故

に
よ
り
、福
島
県
の
東
半
分
を
中
心
に

し
て
、東
北
・
関
東
地
方
の
広
大
な
土

地
を
放
射
線
管
理
区
域
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
汚
染
が
広
が
り

ま
し
た
。し
か
し
、日
本
政
府
は
緊
急

事
態
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
放
射
線

管
理
区
域
に
指
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
は
、日
本
は
法
治
国
家
な
の
か
と

思
い
ま
し
た
。国
民
が
法
律
を
破
る
と

国
家
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。そ
れ
な

ら
ば
、法
律
を
守
る
の
は
国
家
の
最
低

限
の
義
務
だ
と
思
い
ま
す
。一
般
人
は

年
間
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
被

曝
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
法
律

も
あ
り
ま
し
た
。日
本
政
府
は
自
ら
が

定
め
た
法
律
を
反
故
に
し
た
の
で
す
。

原
爆
製
造
の
中
心
3
技
術

　

原
爆
製
造
に
は
、3
つ
の
中
心
技
術

が
あ
り
ま
す
。ウ
ラ
ン
濃
縮
、原
子
炉
、

再
処
理
で
す
。原
爆
を
製
造
す
る
た
め

に
は
、採
掘
し
た
ウ
ラ
ン
を
濃
縮
す
る

道
と
原
子
炉
、再
処
理
に
進
む
道
の
2

つ
が
あ
り
ま
す
。ウ
ラ
ン
を
濃
縮
し
た

も
の
が
広
島
原
爆
と
し
て
使
わ
れ
ま

し
た
。濃
縮
の
過
程
で
、核
分
裂
能
力

の
な
い
も
の
が
劣
化
ウ
ラ
ン
と
し
て

残
り
ま
す
。一
方
、ウ
ラ
ン
を
原
子
炉

で
燃
や
し
、再
処
理
を
経
て
で
き
た
も

の
が
長
崎
原
爆
で
す
。ウ
ラ
ン
濃
縮
の

際
に
、核
分
裂
能
力
が
薄
れ
た
も
の
が

減
損
ウ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
劣
化
ウ
ラ
ン
、減
損
ウ
ラ
ン
を
兵

器
と
し
て
使
用
し
た
も
の
が
劣
化
ウ

ラ
ン
弾
で
す
。

　

ウ
ラ
ン
の
採
掘
、濃
縮
、再
処
理
、劣

化
ウ
ラ
ン
兵
器
の
製
造
・
使
用
な
ど
、

す
べ
て
の
過
程
で
放
射
能
被
害
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
通
り

で
す
。

実
質
的
核
保
有
国「
日
本
」

　

国
際
連
合
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま

す
。国
連
の
常
任
理
事
国
で
あ
る
米
、

露
、英
、仏
、中
の
5
カ
国
は
、先
の
第

2
次
世
界
大
戦
の
先
勝
国
で
あ
る
と

と
も
に
、核
兵
器
＝
原
爆
製
造
の
中
心

3
技
術
を
す
べ
て
保
有
し
て
い
ま
す
。

常
任
理
事
国
は
、核
不
拡
散
条
約
と
国

際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）を
作
り
、

核
を
独
占
し
、他
国
に
そ
の
技
術
を
持

た
せ
な
い
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。イ

ン
ド
、パ
キ
ス
タ
ン
、イ
ス
ラ
エ
ル
は
、

核
兵
器
を
保
有
し
て
い
ま
す
が
、中
心

3
技
術
の
す
べ
て
を
保
有
し
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。核
兵
器
保
有
国

で
は
な
い
が
、中
心
3
技
術
す
べ
て
を

保
有
し
て
い
る
唯
一
の
国
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
が
日
本
で
す
。核
の
平
和
利

用
と
い
う
建
前
の
裏
で
、日
本
は
着
々

と
原
爆
製
造
が
で
き
る
国
に
な
っ
て

い
た
の
で
す
。

核
の
な
い
未
来
を

　

か
つ
て
の
戦
争
の
時
、多
く
の
日
本

人
は
戦
争
に
協
力
し
ま
し
た
。そ
し
て

戦
後
、多
く
の
日
本
人
は
騙
さ
れ
た
か

ら
だ
と
言
い
ま
し
た
。し
か
し
戦
争
に

反
対
し
、特
高
警
察
に
よ
っ
て
殺
さ
れ

た
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。極
々
普
通
の

人
た
ち
は
、戦
争
に
反
対
す
る
人
を

「
非
国
民
」と
呼
び
、村
八
分
に
し
ま
し

た
。個
人
の
責
任
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、核
＝
原
子
力
に
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
生
き
る
の
か
、未
来

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
き
っ
と
問
わ
れ

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。核
や
核
兵
器

を
地
上
か
ら
な
く
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。原
子
力
の
利
用
推
進

に
よ
っ
て
、世
界
中
に
放
射
能
被
害
が

ま
き
散
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、真
剣

に
向
き
合
う
べ
き
で
す
。�

（
事
務
局
）

　

3
月
8
日（
日
）、広
島
市
中
区
・
世
界
平
和
記
念
聖
堂
で
、世
界
核
被
害
者

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
主
催
の
小
出
裕
章
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。福

島
原
発
事
故
か
ら
4
年
、今
な
お
22
万
人
が
避
難
生
活
を
続
け
る
な
か
、原
発

の
再
稼
働
、輸
出
と
、原
発
推
進
へ
の
回
帰
が
図
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
も

あ
り
ま
す
。今
年
、広
島
・
長
崎
は
被
爆
70
年
を
迎
え
ま
す
。核
の
実
態
を
知
る

地
で
、「
核
の
平
和
利
用
」の
名
の
下
に
原
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
、未
来

に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
下
、講
演
の
大
要
を
紹
介
し
ま
す
。

原
子
力
に
か
け
た
幻
の
夢

　

1
9
4
5
年
8
月
6
日
、原
爆
が
広

島
に
落
と
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

恐
ろ
し
い
兵
器
を
使
わ
せ
て
は
い
け

な
い
と
、広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
は
核

兵
器
廃
絶
を
求
め
て
き
ま
し
た
。し
か

し
一
方
で
、原
爆
の
力
を
別
の
形
で
使

え
な
い
か
と
思
う
者
も
あ
り
ま
し
た
。

か
く
言
う
私
も
そ
う
で
す
。核
兵
器
を

な
く
す
と
と
も
に
、核
に
よ
る
被
害
を

こ
の
ま
ま
終
わ
り
に
す
る
の
で
は
な

く
、人
類
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
夢

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

1
9
5
4
年
7
月
2
日
の
毎
日
新

聞
に
は
、こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
さ

て
原
子
力
を
潜
在
電
力
と
し
て
考
え

る
と
、ま
っ
た
く
と
て
つ
も
な
い
も
の

で
あ
る
。し
か
も
石
炭
な
ど
の
資
源

が
今
後
、地
球
上
か
ら
次
第
に
少
な
く

な
っ
て
い
く
こ
と

を
思
え
ば
、こ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も

つ
威
力
は
人
類
生

存
に
不
可
欠
な
も

の
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。（
中
略
）

電
気
料
は
二
千
分

の
一
に
な
る
。（
中

略
）原
子
力
発
電

に
は
火
力
発
電
の

よ
う
に
大
工
場
を

必
要
と
し
な
い
、

大
煙
突
も
貯
炭
場

も
い
ら
な
い
。ま

た
毎
日
石
炭
を
運

び
こ
み
、た
き
が

ら
を
捨
て
る
た
め

の
鉄
道
も
ト
ラ
ッ

ク
も
い
ら
な
い
。

密
閉
式
の
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
が
利
用

で
き
れ
ば
、ボ
イ
ラ
ー
の
水
す
ら
い
ら

な
い
の
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
山
間
へ
き

地
を
選
ぶ
こ
と
も
な
い
。ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
地
下
室
が
発
電
所
と
い
う
こ
と

に
な
る
」。1
9
5
4
年
と
い
う
年
は
、

日
本
で
初
め
て
原
子
力
建
造
予
算
が

国
会
で
通
過
し
た
年
で
、こ
れ
か
ら
原

子
力
政
策
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
い

う
年
で
し
た
。私
は
、こ
の
夢
を
完
璧

に
信
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、実
際
に
電
気
料
は
二
千
分

の
一
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。原
発

の
建
設
は
、都
会
に
で
は
な
く
、過
疎

地
に
追
い
や
っ
て
き
ま
し
た
。原
子
力

の
夢
は
、全
く
の
嘘
だ
っ
た
の
で
す
。

死
の
灰
を
生
む
原
子
力
発
電
所

　

原
子
力
発
電
と
は
、要
す
る
に
、お

湯
を
沸
か
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。原
子
炉
で
ウ
ラ
ン
を
燃
や
し
、蒸

気
を
起
こ
す
こ
と
で
タ
ー
ビ
ン
が
ま

わ
り
、発
電
さ
せ
ま
す
。し
か
し
原
子

炉
の
底
に
は
ウ
ラ
ン
が
残
り
ま
す
。こ

の
ウ
ラ
ン
は
非
常
に
危
険
で
、い
わ
ゆ

る「
死
の
灰
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

広
島
原
爆
で
燃
え
た
ウ
ラ
ン
の
重
量

は
8
0
0
ｇ
で
す
。1
0
0
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
原
子
力
発
電
所
1
基
が
1

年
運
転
す
る
ご
と
に
燃
や
す
ウ
ラ
ン

の
重
量
は
1
ト
ン
に
の
ぼ
り
ま
す
。原

子
力
発
電
所
が
1
年
運
転
す
る
ご
と

に
広
島
原
爆
の
約
1
0
0
0
発
分
の

死
の
灰
が
原
子
炉
に
残
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

福
島
の
事
故
は
収
束
し
て
い
な
い

　

福
島
原
発
の
事
故
で
、当
時
運
転
中

だ
っ
た
1
、2
、3
号
機
は
、炉
心
が
溶

け
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。事
故
か
ら

4
年
経
っ
た
今
で
も
、そ
れ
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
す
ら
分
か
り
ま
せ
ん
。放
射

能
汚
染
で
内
部
に
人
間
が
入
れ
ず
、ロ

ボ
ッ
ト
を
投
入
し
て
も
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
は
放
射
能
に
弱
い
た
め
、帰
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。4
号

機
は
当
時
定
期
検
査
中
で
運
転
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、4
号

機
の
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
の
底
に

は
広
島
原
爆
1
万
4
0
0
0
発
分
を

超
え
る
セ
シ
ウ
ム
1
3
7
が
残
っ
て

い
ま
し
た
。も
し
燃
料
プ
ー
ル
の
水
が

干
上
が
れ
ば
、放
射
能
被
害
は
東
京
に

も
及
ぶ
よ
う
な
危
な
い
状
況
で
し
た
。

東
京
電
力
も
そ
の
危
険
を
察
知
し
、

2
0
1
3
年
11
月
頃
か
ら
セ
シ
ウ
ム

を
共
用
燃
料
プ
ー
ル
へ
移
送
し
始
め
、

2
0
1
4
年
11
月
初
め
に
よ
う
や
く

移
送
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
、こ
の
点
だ
け
は
良
く
や
っ
た
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

福
島
原
発
の
事
故
は
ま
だ
収
束
し

て
い
ま
せ
ん
。今
な
お
福
島
原
発
で
、

約
7
0
0
0
人
の
労
働
者
が
放
射
能

汚
染
を
く
い
止
め
る
た
め
に
闘
っ
て

い
ま
す
。東
電
社
員
で
は
な
く
、猛
烈

な
下
請
け
カ
ル
テ
ル
の
最
底
辺
の
非

正
規
労
働
者
が
、最
低
賃
金
で
働
い
て

い
ま
す
。法
律
の
定
め
る
被
曝
限
度
に

達
す
れ
ば
東
電
社
員
な
ら
ば
本
社
で

事
務
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
と
思

い
ま
す
が
、労
働
者
は
被
曝
の
限
度
に

達
す
れ
ば
解
雇
さ
れ
ま
す
。労
働
者
は

自
分
の
被
曝
を
ご
ま
か
し
て
ま
で
働

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、そ
ん
な
過
酷

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

日
本
は
法
治
国
家
な
の
か

　

私
は
、放
射
線
業
務
従
事
者
と
し

て
、法
律
で
定
め
ら
れ
た
放
射
線
管

理
区
域
と
い
う
特
殊
な
場
所
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。放
射
線
管
理
区
域
と

は
、1
㎡
あ
た
り
4
万
ベ
ク
レ
ル
を
超

え
て
汚
染
し
て
い
る
も
の
は
、区
域
外

に
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

命の海を

原発よりも

61

2015世界核被害者フォーラム・プレ企画

「福島原発事故から4年
～核による非人道的被害を問う～」
小出裕章先生（元京都大学原子炉実験所助教）講演大要

パンフレット
「『放射線リスクに関する基礎的情報』批判」

のご案内
　福島第一原発事故から4年が経過しましたが、汚染水処理の
見通しすら立たず、収束にはほど遠い状態です。一方、政府安倍
内閣は、福島原発の近接地域に避難住民の帰還を促進しようと
し、同時に原発再稼動や原発輸出を推し進めています。そのた
め政府は、『放射線リスクに関する基礎的情報』（『基礎的情報』

（2014年2月版・5月版）を発行し、「リスク・コミュニケーション」
を重視し始めました。この『基礎的情報』の問題点は、「最新の知
見・情報を反映した」としながら、収束の見通しも立っていない
現在進行形の福島事故には全く触れず、政府の進める帰還政策
にとって都合の悪い放射線影響に関する最新の科学的知見を
無視していることです。
　これに対し、核戦争に反対する
医師の会・原発プロジェクトは、
パンフ『放射線リスクに関する基
礎的情報・批判』を発行しました。
最新の科学的知見と国際的動向、
住民主権から見て看過できない
問題点を15項目にわたって批判
し、解明しました。
　会員の先生には1冊同封してお
りますので、ぜひお読みくださ
い。

小出先生



（5）2015年6月10日（第472号） （毎月１回発行）広 島 保 険 医 新 聞

　

今
号
よ
り
京
都
保
険
医
新
聞
で

連
載
さ
れ
た「
裁
判
事
例
に
学
ぶ
医

事
紛
争
の
防
止
を
」転
載
・
紹
介
し

ま
す
。

　
「
医
事
紛
争
の
防
止
」
を
主
題

に
、日
本
臨
床
整
形
外
科
学
会
医

療
安
全
倫
理
委
員
会
が
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ａ

ニ
ュ
ー
ス
に
要
約
掲
載
し
た
判
決

に
加
筆
・
書
き
お
ろ
し
追
加
な
ど
し

て
会
員
の
医
療
安
全
活
動
に
資
す

る
客
観
的
・
正
確
な
情
報
の
提
供
を

行
い
ま
す
。医
療
の
安
全
確
保
の
参

考
に
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

（
1
）診
療
情
報
の
利
用・提
供
は
何
の

た
め
誰
の
た
め
に
あ
る
か
？

　

2
0
0
2
年
8
月
14
日
、Ａ
社
の

従
業
員
女
Ｘ
は
か
が
ん
で
下
を
向
き

荷
造
り
作
業
中
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

空
箱
が
頭
部
に
落
下
し
、頭
部
打
撲
・

頸
椎
捻
挫
を
受
傷
し
、近
医
受
診
し

た
。吐
き
気
、頭
痛
、首
の
痛
み
が
回

復
せ
ず
、9
月
13
日
Ｙ
1
整
形
外
科

病
院
の
Ｙ
2
医
師
に
転
医
し
、翌
年

10
月
他
院
で
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け
、

04
年
4
月
30
日
最
終
診
と
な
っ
た
。

同
年
2
月
母
親
の
世
話
に
帰
省
し
て

転
医
し
、05
年
4
月
労
災
障
害
等
級

9
級
の
認
定
で
、7
月
Ａ
社
に
損
害

賠
償
を
求
め
提
訴
し
た
。

　

Ａ
社
は
裁
判
所
を
通
じ
て
Ｙ
1
に

診
療
録
お
よ
び
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
記
録
の
送
付
を
嘱
託
し
て

入
手
し
、診
療
録
の
写
し
を
証
拠
に
提

出
し
た
。06
年
3
月
の
準
備
書
面
に

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
所
見
か
ら
は
、Ｘ
の
症
状
は

頸
椎
の
脊
柱
管
の
狭
窄
症
お
よ
び
Ｃ

4
／
5
／
6
左
の
椎
間
孔
の
制
限
な

ど
に
起
因
す
る
」と
記
載
し
た
。ま
た
、

Ａ
社
は
診
療
経
過
一
覧
表
の
作
成
を

裁
判
所
の
指
示
と
伝
え
、Ｙ
2
か
ら
診

療
録
の
内
容
説
明
を
得
て
作
成
し
、更

に
主
張
を
裏
付
け
る
医
師
意
見
書
を

求
め
ら
れ
Ｙ
2
に
執
筆
依
頼
し
た
が

断
ら
れ
、担
当
者
が
聴
取
し
て「
箱
が

当
た
っ
た
の
は
頭
部
で
頸
部
で
は
な

く
、Ｘ
の
上
記
症
状
の
発
症
は
想
定
し

に
く
い
」、「
Ｃ
4
／
5
／
6
に
頸
椎
ヘ

ル
ニ
ア
が
み
ら
れ
、こ
れ
は
Ｘ
の
固
有

の
加
齢
変
化
に
起
因
し
、症
状
の
原
因

で
あ
る
」と
の
意
見
を
含
む
草
稿
を
ま

と
め
、06
年
6
月
8
日
付
け
署
名
押
印

を
得
た（
報
酬
授
受
な
し
）。

　

そ
こ
で
、Ｘ
は
、同
意
な
く
診
療
情

報
を
Ａ
社
に
提
供
し
た
秘
密
漏
示（
医

師
：
刑
法
第
1
3
4
条
1
項
等
違
反
、

病
院
：
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
第
23
条
1
項
違
反
）を
理
由
に
、Ｙ

1
・Ｙ
2
に
慰
謝
料
5
0
0
万
円
を
請

求
し
て
提
訴
し
た
。

　

裁
判
所
は
、医
師
は
診
療
過
程
で
患

者
の
秘
密
を
知
り
得
る
が
、法
律
上
正

当
な
理
由
な
く
漏
示
し
て
は
な
ら
な

い
と
し
た
が
、裁
判
所
か
ら
の
文
書
送

付
嘱
託
に
よ
る
提
供
は「
法
令
に
基
づ

く
場
合
」（
法
第
23
条
1
項
1
号
）で
本

人
の
同
意
は
不
要
と
し
た
。し
か
し
、

診
療
経
過
一
覧
表
や
意
見
書
の
作
成

は
、裁
判
所
の
Ｙ
2
へ
の
指
示
で
は
な

く
、Ｘ
を
害
す
る
意
図
や
虚
偽
の
記
載

と
認
め
ら
れ
な
い
が
、Ｘ
の
同
意
な
く

情
報
提
供
し
た
も
の
で
、信
頼
を
裏
切

ら
れ
た
精
神
的
苦
痛
へ
の
慰
謝
料
に

Ｙ
1
・Ｙ
2
連
帯
し
て
1
0
0
万
円
の

支
払
い
を
命
じ
た（
注
）。

　

な
お
、整
形
外
科
専
門
医
の
立
場
か

ら
す
れ
ば
、頭
部
へ
の
衝
撃
が
頸
部
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
す
る
意

見
は
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
）さ
い
た
ま
地
裁
川
越
支
判
平

22
・
3
・
4
、判
例
時
報
2
0
8
3

号
1
1
2
頁
、
京
都
保
険
医
新
聞

2
4
7
8
号
主
張
参
照
。同
ニ
ュ
ー
ス

1
2
2
号
よ
り
。

（
2
）入
院
治
療
の
継
続
は
診
察
の
上

必
要
と
診
断
さ
れ
る
と
き

　

1
9
9
4
年
11
月
24
日
90
歳
過
ぎ

の
男
Ｙ
は
、自
転
車
で
走
行
中
普
通
車

に
衝
突
さ
れ
腹
部
打
撲
・
全
身
打
撲
・

膀
胱
損
傷
疑
い
と
診
断
さ
れ
、救
急
入

院
し
た
。

　

29
日
リ
ハ
ビ
リ
開
始
し
右
膝
痛
で

中
止
し
、左
膝
痛
も
加
わ
り
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
で
右
膝
外
側
半
月
板
損
傷
が
疑
わ

れ
た
。95
年
8
月
大
学
病
院
で
右
膝
内

側
半
月
板
損
傷
と
診
断
さ
れ
、関
節

鏡
手
術
を
考
え
県
立
Ｘ
病
院
整
形
外

科
に
紹
介
入
院
し
た
。入
院
時
の
検
査

で
は
Ｒ
Ａ（
＋
）、Ｃ
Ｒ
Ｐ
8
・
4
な
ど

や
両
膝
・
手
関
節
・
両
指
腫
脹
か
ら
関

節
リ
ウ
マ
チ（
Ｒ
Ａ
）の
診
断
で
ス
テ

ロ
イ
ド
を
投
与
し
、半
月
板
損
傷
は
Ｒ

Ａ
に
よ
る
も
の
で「
手
術
は
意
味
が
な

い
」と
説
明
さ
れ
、事
故
後
か
ら
の
下

腹
部
痛
は
10
月
腹
部
Ｃ
Ｔ
検
査
の
上
、

内
科
受
診
し「
異
常
な
し
、但
し
腸
の

動
き
悪
そ
う
。Ｒ
Ａ
の
影
響
か
？
」と

診
断
さ
れ
た
。経
口
リ
ウ
マ
チ
薬
を
投

与
し
、11
月
退
院
勧
告
し
た
が
、家
族

は
応
じ
な
か
っ
た
。

　

96
年
6
月
以
降
Ｙ
は「
電
波
が
頭
の

中
に
あ
る
」な
ど
幻
聴
や
妄
想
を
訴

え
、97
年
2
月
頃
か
ら
夜
間
徘
徊
が
み

ら
れ
、家
族
を
呼
ん
だ
が
来
院
せ
ず
、

他
の
女
性
患
者
や
店
員
に
、陰
部
を
露

出
し
た
り
、付
き
ま
と
い
、意
味
不
明

な
手
紙
を
出
し
た
り
、病
室
へ
侵
入
し

た
り
、病
棟
や
病
院
通
路
で
大
声
で
怒

鳴
り
、罵
声
を
発
す
る
な
ど
迷
惑
行
為

が
生
じ
、看
護
師
に
抱
き
つ
く
な
ど
異

常
行
動
が
み
ら
れ
た
。そ
の
後
、試
験

外
泊
を
実
施
し
、精
神
科
受
診
を
勧
め

た
が
返
事
が
な
か
っ
た
。退
院
勧
告
が

何
度
も
行
わ
れ
た
が
、Ｙ
は
病
室
を
占

拠
し
続
け
た
。Ｙ
は
、更
に
看
護
師
や

事
務
職
員
に
一
方
的
に
罵
倒
す
る
よ

う
に
な
り
、Ｘ
病
院
は
、98
年
5
月
警

備
を
院
外
に
委
託
し
、6
月
4
日
Ｘ
病

院
は
病
室
明
け
渡
し
の
仮
処
分
命
令

を
裁
判
所
に
申
し
立
て
、20
日
Ｙ
は
自

主
的
に
退
去
し
た
が
、翌
21
日
家
族
と

共
に
玄
関
前
で
抗
議
行
動
を
行
っ
た
。

　

Ｘ
は
、97
年
5
月
以
降
未
払
い
の
診

療
費
お
よ
び
個
室
料
差
額
、並
び
に
警

備
費
用
の
支
払
い
を
Ｙ
に
求
め
提
訴

し
た
。

 

地
裁
は
請
求
を
認
め
、Ｙ
は「
半
月

板
損
傷
へ
の
手
術
未
実
施
」な
ど
を

理
由
に
控
訴
し
た
。裁
判
所
は
、医
師

の
説
明
に
不
穏
当
と
思
わ
れ
る
発
言

も
あ
っ
た
が
、必
要
な
治
療
の
放
棄

は
な
く
、不
適
切
な
治
療
も
な
か
っ

た
と
認
め
、Ｙ
に
上
記
の
未
払
金
と

費
用
の
支
払
い
を
命
じ
た（
名
古
屋

高
判
平
14
・
6
・
5
、Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ

　

Ｔ
Ｋ
Ｃ
）。

　

院
内
暴
力
・
迷
惑
行
為
を
理
由
と

し
て
診
療
契
約
を
解
約
し
患
者
を
強

制
退
院
さ
せ
る
場
合
、そ
の
条
件
は

「
治
療
継
続
の
必
要
性
が
な
い
」こ
と

と
な
る
。ま
た
、医
学
的
適
応
の
な
い

入
院
継
続
に
よ
り
病
室
が
不
法
に
占

拠
さ
れ
る
場
合
は
、裁
判
所
に
仮
処

分
で
退
去
命
令
を
請
求
す
る
と
の
方

策
も
あ
る（
ニ
ュ
ー
ス
1
2
4
号
よ

り
）。

京
都
保
険
医
新
聞
2
8
5
0
号

（
2
0
1
3
年
3
月
5
日
）、2
8
5
1

号（
2
0
1
3
年
3
月
20
日
）よ
り

　

前
回
に
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
つ
い
て
で
す
。前
回
お
話
し

し
た
と
お
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
個

人
だ
け
で
な
く
事
業
者
も
取
扱
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。例
え
ば
雇
用
保
険

の
取
得
・
喪
失
届
出
書
、給
与
所
得
の

扶
養
控
除
申
告
書
等
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
る
か
ら
で

す
。し
か
も
2
0
1
6（
平
成
28
）年

1
月
1
日
以
降
提
出
分
か
ら
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、事
業
者
と
し
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
い
に
つ
い
て
検

討
す
る
期
間
は
、実
質
半
年
程
度
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。個
人
の
と
こ
ろ
で

は
今
現
在
あ
ま
り
関
心
が
な
い（
と

い
う
よ
り
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
10
月

に
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
す
ら
知
ら
な

い
）方
が
大
半
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、遅
く
と
も
9
月
頃
に
は
一
気

に
話
題
に
上
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。当
然
、事
業
者
に
対
し
て
、個
人

情
報
の
扱
い
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

等
も
出
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
し
て
、ま
ず

は
、事
業
者
が
取
り
組
む
べ
き
点
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
適
切
に
管
理
す
る

た
め
の
安
全
管
理
措
置
と
な
り
ま

す
。そ
の
安
全
管
理
措
置
の
要
点
を

「
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱

い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
別
添
）

特
定
個
人
情
報
に
関
す
る
安
全
管
理

措
置
」よ
り
抜
粋
い
た
し
ま
し
た
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
要
点
】 

○
番
号
法
に
お
け
る
安
全
管
理
措
置

の
考
え
方 

　

番
号
法
は
、個
人
番
号
を
利
用
で

き
る
事
務
の
範
囲
、特
定
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
を
作
成
で
き
る
範
囲
、特

定
個
人
情
報
を
収
集
・
保
管
・
提
供
で

き
る
範
囲
等
を
制
限
し
て
い
る
。し

た
が
っ
て
、事
業
者
は
、個
人
番
号
及

び
特
定
個
人
情
報（
以
下「
特
定
個
人

情
報
等
」と
い
う
。）の
漏
え
い
、滅
失

又
は
毀
損（
以
下「
情
報
漏
え
い
等
」

と
い
う
。）の
防
止
等
の
た
め
の
安
全

管
理
措
置
の
検
討
に
当
た
り
、次
に

掲
げ
る
事
項
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。 

（
Ａ
）個
人
番
号
を
取
り
扱
う
事
務
の

範
囲 

（
Ｂ
）特
定
個
人
情
報
等
の
範
囲 

（
Ｃ
）特
定
個
人
情
報
等
を
取
り
扱
う

事
務
に
従
事
す
る
従
業
者（
注
）（
以

下「
事
務
取
扱
担
当
者
」と
い
う
。） 

（
注
）「
従
業
者
」と
は
、事
業
者
の
組

織
内
に
あ
っ
て
直
接
間
接
に
事
業
者

の
指
揮
監
督
を
受
け
て
事
業
者
の

業
務
に
従
事
し
て
い
る
者
を
い
う
。

具
体
的
に
は
、従
業
員
の
ほ
か
、取
締

役
、監
査
役
、理
事
、監
事
、派
遣
社
員

等
を
含
む
。 

○
安
全
管
理
措
置
の
検
討
手
順 

　

事
業
者
は
、特
定
個
人
情
報
等
の

適
正
な
取
扱
い
に
関
す
る
安
全
管
理

措
置
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
な
手
順

で
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

（
Ａ
）個
人
番
号
を
取
り
扱
う
事
務
の

範
囲
の
明
確
化 

（
Ｂ
）特
定
個
人
情
報
等
の
範
囲
の
明

確
化 

（
Ｃ
）事
務
取
扱
担
当
者
の
明
確
化 

（
Ｄ
）特
定
個
人
情
報
等
の
安
全
管
理

措
置
に
関
す
る
基
本
方
針（
以
下「
基

本
方
針
」と
い
う
。）の
策
定 

（
Ｅ
）取
扱
規
程
等
の
策
定 

○
講
ず
べ
き
安
全
管
理
措
置
の
内
容 

　

事
業
者
は
、安
全
管
理
措
置
の
検

討
に
当
た
り
、番
号
法
及
び
個
人
情

報
保
護
法
等
関
係
法
令
並
び
に
特
定

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
主
務
大
臣

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
遵
守
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
Ａ
）基
本
方
針
の
策
定

（
Ｂ
）取
扱
規
程
等
の
策
定 

（
Ｃ
）組
織
的
安
全
管
理
措
置 

（
Ｄ
）人
的
安
全
管
理
措
置 

（
Ｅ
）物
理
的
安
全
管
理
措
置 

（
Ｆ
）技
術
的
安
全
管
理
措
置 

　

講
ず
べ
き
安
全
管
理
措
置
の
具
体

的
な
内
容（
手
法
の
例
示
も
あ
り
ま

す
）は「
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取

り
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
別
添
）特
定
個
人
情
報
に
関
す
る
安

全
管
理
措
置
」に
詳
し
く
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、早
い
段
階
で
、ご
確

認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士 

白
鷺
克
憲
）

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで97
面接・雇用から
採用・退職まで97

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の
ご
感

想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す（
6
面
上
段
に

掲
載
）。詳
し
く
は
協
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）制
度
に
つ
い
て
②

「特定個人情報の適正な取り扱いに関するガイドライ
ン（別添）特定個人情報に関する安全管理措置」は特定
個人情報保護委員会のホームページから閲覧・ダウン
ロードできます。
http://www.ppc.go.jp/legal/policy/

医事紛争事例集
－医師が選んだ55事例

　京都府保険医協会は、今
から半世紀にも遡る1959
年度から医療安全対策に
取り組んできた全国的に
も珍しい、長い歴史と経験
を有しています。
　医療安全対策を開始し
てから55周年を迎え、それ
を記念して「医事紛争事例
集」を発行しました。有効
活用し、日常診療における
「安全」と「安心」を一層高
めて頂ければ幸いです。

広島協会会員価格　2,000円（税込･送料別）
お申込みは京都府保険医協会まで
ＴＥＬ　075－212－8877　　　　

医
事
紛
争
の
防
止

ぶ
学
に
例
事
判
裁
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2
0
1
5
年
5
月
12
日
（
火
）
に

第
19
期
第
25
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

【
主
な
協
会
の
諸
会
議
お
よ
び
行
事

等
の
報
告
】

（
2
0
1
5
年
4
月
15
日
～
2
0
1
5

年
5
月
12
日
）

・
2
0
1
5
年
度
患
者
応
対
セ
ミ

ナ
ー
4
月
15
日
（
水
）・
呉
会
場
、

16
日
（
木
）・
三
次
会
場

・
4
月
17
日
（
金
）
第
3
4
1
回
歯

科
幹
事
会
。
今
年
度
の
歯
科
行
事
、

組
織
拡
大
、
指
導
・
監
査
対
策
、
診

療
報
酬
改
善
、
歯
科
を
め
ぐ
る
政
策

課
題
、
医
療
運
動
、
今
年
度
の
歯
科

活
動
の
総
括
に
つ
い
て
検
討
。

・
4
月
21
日
（
火
）
広
報
文
化
部
会
。

紙
面
企
画
案
お
よ
び
主
張
案
、
定
期

総
会
報
告
案
、
今
年
度
の
行
事
の
検

討
。

・
4
月
27
日
（
月
）
第
2
5
5
回
医

科
社
保
学
術
部
会
。
保
険
請
求
等
Ｑ

＆
Ａ
、納
得
で
き
な
い
査
定（
減
点
）・

返
戻
事
例
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

改
定
対
策
、
今
年
度
の
行
事
、
医
科

活
動
の
総
括
の
検
討
。

・
4
月
28
日
（
火
）
総
務
財
政
部
会
。

医
療
運
動
対
策
、
各
部
の
活
動
と
対

策
、
行
事
・
会
議
予
定
の
確
認
。

・
5
月
8
日
（
金
）
第
1
6
3
回
歯

科
社
保
対
策
部
会
。点
数
等
Ｑ
＆
Ａ
、

審
査
改
善
、
歯
科
診
療
報
酬
改
善
、

指
導
・
監
査
改
善
の
対
策
を
検
討
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
対
策

　
「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
」

の
成
立
阻
止
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
会
員
署
名
「
医
療
制
度
改
悪

と
消
費
税
増
税
計
画
を
直
ち
に
中
止

し
、
安
心
で
き
る
医
療
制
度
の
構
築

を
求
め
る
要
請
書
」
を
実
施
し
、
第

一
次
集
約
分
を
5
月
13
日
の
国
会
要

請
行
動
で
地
元
選
出
国
会
議
員
等
に

提
出
・
要
請
を
行
う
こ
と
を
確
認
。

「『
歯
は
命　

健
康
長
寿
社
会
に
む

け
て　

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
』

6
・
4
国
会
内
集
会
」
へ
の
参
加
を

確
認
。

②
総
務
・
財
政

　

第
39
回
定
期
総
会
に
つ
い
て
、
活

動
報
告
（
案
）、
2
0
1
4
年
度
決

算
案
、
2
0
1
5
年
度
活
動
方
針

（
案
）、
予
算
案
を
検
討
。
臨
時
理
事

会
の
日
程
を
確
認
。

③
協
会
行
事

　

日
弁
連
意
見
書
に
関
す
る
学
習
講

演
会
お
よ
び
法
律
問
題
学
習
会
の
開

催
準
備
状
況
の
確
認
。

④
そ
の
他

　

書
籍
復
刻
版
発
刊
に
関
す
る
会
員

か
ら
の
依
頼
に
つ
い
て
了
承
。
保
団

連
冊
子
「
放
射
線
リ
ス
ク
に
関
す
る

基
礎
的
情
報
・
批
判
」
を
会
員
に
配

布
す
る
こ
と
を
決
定（
本
号
に
同
封
）

な
ど
。

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労

務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日
時
に
つ

き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
協
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　
　
　

税
務 

労
務
」

　

ご
利
用
に
つ
い
て

25
19

　

総
務
省
家
計
調
査
報
告
に
よ
る
と
、

2
0
1
4
年
4
月
以
降
連
続
12
カ
月

1
世
帯
当
た
り
の
消
費
支
出
は
マ
イ

ナ
ス
続
き
で
、下
げ
幅
が
対
前
年
比

10
・
6
％
減
と
、01
年
以
降
で
最
大
と

な
っ
た
。日
銀
は
物
価
上
昇
目
標
の
達

成
時
期
を
先
送
り
し
て
お
り
、安
倍
政

権
が
目
指
す
デ
フ
レ
脱
却
は
遠
の
く

と
予
想
さ
れ
る
。

　

5
月
19
日
発
表
の
厚
生
労
働
省
の

毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
14
年
度
の
ま

と
め
に
よ
る
と
、名
目
賃
金
は
月
平

均
、前
年
度
0
・
5
％
増
で
あ
っ
た
が
、

実
質
賃
金
は
3
・
5
％
減
で
、4
年
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。

　

主
張
で
は
我
が
国
最
大
の
悩
み
の

種
の
医
行
為
恥
部
を
取
り
上
げ
た
。

（
Ｏ
）

編
集
後
記

第30回保団連医療研究フォーラム
今、改めて考える　第一線医療・医学の創造－30年の時を経て
日　時：2015年10月10日（土）17：00 ～ 21：30
　　　　　　　 10月11日（日）　9：00 ～ 15：30
会　場：都市センターホテル
　　　　東京都千代田区平河町2－4－1
　　　　TEL　03－3265－8211
10月10日（土）
　○ウエルカム・コンサート＆トーク
　黒坂黒太郎氏（コカリナ奏者）＆矢口周美（ソプラノ歌手）
　○記念講演
　室田　明氏（俳優）
　○特別企画、全国共同調査結果報告、レセプション
10月11日（日）
　○分科会・ポスターセッション
　「在宅医療・介護」、「医科・歯科診療の研究と工夫」他、6分科会
　○シンポジウム
　Ⅰ「患者本位の診療体制を構築する－明日から始める医科歯科連携」
　Ⅱ「大地震と医療・社会保障－被災者本位の復興をめざして」
参加対象：医師、歯科医師、コ・メディカル、コ・デンタルなど
※参加のお申込み、また、演題募集方法、参加費等の詳細については、協会事務局までご連

絡ください。なお、演題募集応募の最終締め切りは2015年6月30日（火）です。

分科会・
ポスターセッション

演題募集

●会員には無料で１冊ずつお送りしています（追加注文は有料）。
●テキストの内容についてのご質問も承っています。

ご活用ください
保険医協会の診療報酬関連テキスト

ご活用ください
保険医協会の診療報酬関連テキスト

●�会員には無料で1冊ずつお送りしています（「在宅」、「届出」等
のテキストは注文制。追加注文は有料）。

●テキストの内容についてのご質問も承っています。


